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６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
団
体
や
個
人
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ゴ
ミ
拾
い

や
花
植
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
が
村
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
行
っ
て
い
た
だ
く
様
々
な
活
動
は
、
豊
か
な
村
づ
く
り
の
た
め

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
。

み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

豊
か
な

村
づ
く
り
の
た
め
に

村
づ
く
り
協
力
委
員
会（
林
勝
美
会
長
）

で
は
６
月
４
日
、
村
議
会
議
員
の
協
力
を

得
て
サ
ル
ビ
ア
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

作
業
を
行
っ
た
の
は
、
総
合
運
動
公
園

南
側
入
り
口
の
望
郷
ラ
イ
ン
沿
い
花
壇
。

午
後
１
時
30
分
か
ら
お
よ
そ
２
時
間
作
業

に
汗
を
流
し
、
約
６
千
本
の
サ
ル
ビ
ア
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。

同
委
員
会
に
よ
る
花
植
え
は
平
成
15
年

よ
り
実
施
。
望
郷
ラ
イ
ン
沿
い
花
壇
で
の

サ
ル
ビ
ア
植
え
は
今
年
で
３
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

サルビア植えに汗を流す村づくり協力委員

村
づ
く
り
協
力
委
員
会
・
村
議
会
議
員
が
サ
ル
ビ
ア
植
え

フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ト
昭
和
会
（
西
山
英
一

会
長
）
で
は
６
月
９
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
昭
和
の
湯
花
壇
に
、
サ
ル
ビ
ア
の
苗

280
本
を
植
え
ま
し
た
。

作
業
に
は
会
員
６
人
が
参
加
。
午
後
５

時
か
ら
お
よ
そ
１
時
間
、
慣
れ
た
手
つ
き

で
次
々
と
サ
ル
ビ
ア
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
ル
ビ
ア
植
え
は
、
フ
ラ
ワ
ー
メ

イ
ト
昭
和
会
が
「
昭
和
の
湯
を
訪
れ
た
人

た
ち
に
花
で
心
を
い
や
し
て
も
ら
お
う
」

と
、
平
成
11
年
よ
り
毎
年
実
施
。
年
２
回
、

６
月
と
11
月
に
花
の
苗
を
植
え
て
い
ま
す
。

手際よくサルビア植えを行うフラワーメイト会員

フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ト
が
昭
和
の
湯
で
サ
ル
ビ
ア
植
え

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
㈱
、
味
の
素
フ
ァ
イ
ン

テ
ク
ノ
㈱
、
藤
森
工
業
㈱
、
佐
藤
運
送
㈱

の
４
社
が
６
月
５
日
、「
環
境
の
日
」
に

合
わ
せ
て
県
道
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
の
ゴ
ミ

拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
４
社
で
組
織
す
る
関
屋
４

社
連
絡
協
議
会
が
「
村
に
貢
献
す
る
活
動

を
」
と
決
定
。
当
日
は
お
よ
そ
２
時
間
か

け
て
ゴ
ミ
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
る
参
加
者
は
「
ア
ク
セ
ス
道
路
は
よ

く
利
用
す
る
道
路
。
少
し
で
も
き
れ
い
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

同
協
議
会
で
は
今
後
も
ゴ
ミ
拾
い
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

ゴミ拾いを行う４社企業のみなさん

関
屋
工
業
団
地
４
社
が
ア
ク
セ
ス
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
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倉
澤
澄
男
さ
ん
（
根
岸
）
が
６
月
17
日
、

第
１
、
第
２
、
子
育
の
村
内
３
保
育
園
に

置
き
薬
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

倉
澤
さ
ん
は
、「
活
発
な
園
児
た
ち
に

と
っ
て
、
す
ぐ
に
役
に
立
つ
も
の
を
」
と
、

置
き
薬
を
寄
附
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
、
今

年
で
27
年
目
。

こ
の
日
第
１
保
育
園
を
訪
れ
た
倉
澤
さ

ん
は
、園
児
た
ち
に
か
こ
ま
れ
て
大
人
気
。

ホ
ー
ル
で
園
児
た
ち
に
置
き
薬
を
手
渡
し

ま
し
た
。

長
年
に
渡
る
ご
厚
意
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

園児たちにかこまれる倉澤さん（第１保育園）

子
ど
も
た
ち
に
置
き
薬
を
贈
り
続
け
て
27
年

村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
（
若
山
壽
子

会
長
）
で
は
６
月
13
日
、
ゴ
ミ
拾
い
を
実

施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
同
組
合
の
会
員
ら
20

人
。
公
民
館
や
社
会
体
育
館
な
ど
の
公
共

施
設
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。同

組
合
　
橋
光
治
副
会
長
は
「
年
々
ゴ

ミ
の
量
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
も
の

の
、
信
号
の
あ
る
交
差
点
な
ど
で
は
依
然

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
に
は
マ
ナ
ー

を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

公民館周辺のゴミ拾いを行う組合員

村
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合
が
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施

村
更
生
保
護
女
性
会
（
山
口
ゆ
わ
子
会

長
）
で
は
７
月
１
日
、「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
を
実
施
。
同
会
会
員
に
よ
る

手
作
り
和
紙
人
形
や
ぞ
う
き
ん
を
村
内
の

保
育
園
や
小
中
学
校
な
ど
に
配
布
し
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
を
願
い
、「
心
豊
か
に
、
よ
り
幸
せ

に
生
き
ら
れ
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

同
会
で
は
、
こ
の
運
動
に
「
母
と
し
て
、

女
性
と
し
て
」
積
極
的
に
参
加
。
地
域
ぐ

る
み
で
の
、
子
ど
も
の
非
行
防
止
活
動
の

展
開
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

和紙人形を手渡す山口会長と役員のみなさん(子育保育園にて)

村
更
生
保
護
女
性
会
が
和
紙
人
形
を
配
布

若
妻
会
連
絡
協
議
会
（
野
上
忍
会
長
）

で
は
６
月
25
日
、
総
合
運
動
公
園
の
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
や
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
を
飾
ろ
う
と
、
花
植
え
を
実
施
。

植
え
た
の
は
メ
ラ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
そ

600
本
。若
妻
会
員
お
よ
そ
70
人
が
参
加
し
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
１
時
間
、
花
植
え
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
は
親
子
で
参
加
し
て
い
る
会
員

も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は
シ
ャ
ベ
ル
で
穴

を
掘
っ
た
り
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
花
に
水
を
あ

げ
た
り
し
て
、
一
生
懸
命
お
母
さ
ん
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちも花植えをお手伝い

若
妻
会
が
総
合
運
動
公
園
を
花
や
か
に
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村
民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
運
営
、

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
広
報
し
ょ
う
わ
の
紙

面
を
お
借
り
し
て
、
昭
和
村
農
業

委
員
会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
年
間
数
回
の
お
知
ら
せ
と
な

り
ま
す
が
、
初
回
の
発
行
に
当
た

り
皆
様
に
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
今
、
原
油
高
の
影
響
を
受
け

て
燃
料
費
の
高
騰
が
続
く
と
共
に

肥
料
な
ど
生
産
資
産
が
著
し
く
値

上
が
り
す
る
な
ど
、
農
業
経
営
に

も
深
刻
な
影
響
を
与
え
始
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
異

常
気
象
な
ど
に
よ
り
、
集
中
豪
雨

や
多
く
の
台
風
の
発
生
な
ど
農
作

物
に
与
え
る
被
害
は
甚
大
で
あ

り
、
世
界
的
な
食
料
不
足
に
よ
る

日
本
の
食
料
需
給
率
が
問
題
と
な

る
な
ど
、
日
本
の
農
業
は
今
、
注

目
を
浴
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
状

況
は
必
ず
し
も
良
い
も
の
と
は
い

え
ず
、
本
村
に
お
い
て
も
こ
れ
ら

の
農
業
問
題
、
食
料
問
題
に
つ
い

て
、
農
業
委
員
会
が
果
た
す
役
割

と
責
務
は
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
農
業

委
員
会
系
統
組
織
で
は
、
優
良
農

地
の
確
保
と
有
効
利
用
、
担
い
手

の
確
保
・
育
成
等
を
重
点
と
し
た

「
農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す

運
動
」
を
展
開
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
活
力

あ
る
農
業
・
農
村
の
構
築
に
向
け

て
、
農
業
委
員
一
人
ひ
と
り
が
地

域
農
業
振
興
の
役
割
に
つ
い
て
の

共
通
認
識
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に

向
け
更
に
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の

ご
支
援
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
掲
載
に
あ
た
っ
て

昭和村農業委員会
会 長　星 野 吉 一

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

農
業
委
員
会

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り
◎　問い合わせ　◎

農業委員会事務局

（役場　産業課内）

TEL 24－5111

農
業
委
員
会
の
う
ご
き

農
振
農
用
地
区
域
除
外
審
査
の

た
め
現
地
調
査
を
実
施

６
月
27
日
に
農
業
振
興
地
域

整
備
促
進
協
議
会
に
よ
る
現
地

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
農
業
委
員
の

ほ
か
、
村
長
、
村
議
会
文
教
産

建
常
任
委
員
、
土
地
改
良
区
等

関
係
者
の
34
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

農
振
農
用
地
区
域
内
に
あ
る

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場

合
は
、転
用
申
請
を
行
う
前
に
、

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
12
月
か
ら
今
年
５
月
末

日
ま
で
に
住
宅
建
設
等
の
理
由

か
ら
９
件
の
除
外
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。
現
地
に
お
い
て
、
申

請
者
か
ら
利
用
目
的
等
の
理
由

を
聴
取
し
、
除
外
が
可
能
か
ど

う
か
を
協
議
し
ま
し
た
。

現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子現地調査の様子
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農
地
転
用
の
手
続
き
に
は
、
次

の
２
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

農
地
法
第
４
条
許
可
申
請

本
人
名
義
の
農
地
を
本
人
名
義

の
ま
ま
農
地
以
外
の
も
の
に
転
用

す
る
場
合
に
必
要
な
申
請
で
、
農

地
の
所
有
者
が
申
請
し
ま
す
。

農
地
法
第
５
条
許
可
申
請

他
人
の
農
地
を
買
っ
た
り
借
り

た
り
し
て
農
地
以
外
の
も
の
に
転

用
す
る
場
合
に
必
要
な
申
請
で
、

農
地
の
所
有
者
と
利
用
者
（
買

主
・
借
主
）
の
連
名
で
申
請
し
ま

す
。

●
申
請
締
切
日

毎
月
10
日
（
た

だ
し
、
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

昭
和

村
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課

内
）
1
２
４
―
５
１
１
１
（
内

線
28
）

※
　
農
地
の
転
用
許
可
後
は
、
別

途
、
土
地
登
記
地
目
の
変
更
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
　
農
業
振
興
地
域
（
農
用
地
区

域
内
）
の
農
地
は
、
転
用
許
可
申

請
を
す
る
前
に
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
が
必
要
で
す
。
農
業
用
施

設
建
設
に
は
、
軽
微
変
更
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

不
明
な
点
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

耕
作
放
棄
地
調
査
に
ご
協
力
を

農
業
委
員
に
加
藤
　
氏
を
選
任

利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合
理
事

の
任
期
満
了
に
よ
り
、
同
組
合
推

薦
の
農
業
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
石
井
清
孝
委
員
が
、
６
月
30
日

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
１
日
よ
り
、
新
た
に
加
藤

茂
委
員
（
宿
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

近
年
、
農
業
者
の
減
少
・
高
齢

化
の
進
行
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
５
年
農
業
セ
ン
サ
ス
に

よ
る
と
、
全
国
で
、
38
・
６
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
の
畑
が
耕
作
放
棄
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
食
料
の
安
定
供
給

を
図
る
に
は
、
優
良
農
地
の
確
保

と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消

す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
耕
作
放
棄
地
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
、
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

▼
調
査
時
期

８
月
か
ら
９
月
に

か
け
て

▼
調
査
対
象

村
内
す
べ
て
の
耕

作
放
棄
地
（
※
現
況
が
耕
作
放
棄

さ
れ
て
い
る
状
態
の
農
地
）

▼
調
査
方
法

農
業
委
員
会
委
員

及
び
事
務
局
職
員
が
、
耕
作
放
棄

地
を
一
筆
毎
に
調
査
し
ま
す
。

調
査
に
当
た
り
、
敷
地
内
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

加 藤　　 茂 委員

（農協推薦）

農
地
を
住
宅
用
地
や
資
材
置
場
、
駐
車
場
、
墓
地
、
通
路
、

山
林
な
ど
農
地
以
外
の
用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
農
地
転
用
と

い
い
ま
す
。

農
地
転
用
に
は
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
場
合
は

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
で
す

農地転用許可事務の流れ
①　申請書提出（毎月10日締切
り）

②　書類審査・許可基準の確
認・現地調査等

③　農業委員会開催（毎月下旬）
④　意見を付して県に送付
⑤　書類審査・許可基準の確
認・現地調査等

⑥　許可について意見を聞く
⑦　意見提出
⑧　許可通知（農業委員会経由）

申請者
都道府県
農業会議

農林水産大臣（２ha超え
４ha以下の場合）

農業委員会

① ④

②,③
⑧ ⑧

⑤

⑥ ⑦

回答
協議

都道府県知事

耕作していないと思われる農地
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医
療
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し

て
い
た
だ
く
「
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」
被
保

険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
薄
い
紫
色

で
、
緑
の
封
筒
に
入
れ
て
、
各
地

区
の
区
長
さ
ん
を
通
し
て
７
月
中

に
お
手
元
に
届
く
よ
う
配
布
し
ま

す
。保

険
証
が
お
手
元
に
届
き
ま
し

た
ら
、
住
所
、
氏
名
等
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

し
ま
す
。

保
険
証
に
は
、
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
割
合
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
己
負
担
割
合
は
、
被
保

険
者
本
人
と
、
同
世
帯
の
後
期
高

齢
者
の
方
の
前
年
の
所
得
と
収
入

に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

１
　
課
税
所
得
１
４
５
万
円
未
満

の
場
合

一
般
所
得
者
と
し
て

「
１
割
負
担
」
と
な
り
ま
す
。

２
　
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

の
場
合

現
役
並
み
所
得
者
と
し

て
「
３
割
負
担
」
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
課
税
所
得
が
１
４
５

万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
一
般
所
得
者
と
し

て
、「
１
割
負
担
」
に
な
り
ま
す
。

①
「
同
一
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者

が
１
人
で
、
そ
の
人
の
収
入
が
３

８
３
万
円
未
満
」
の
場
合

②
「
同
一
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者

が
２
人
以
上
い
て
、
そ
の
後
期
高

齢
者
の
合
計
収
入
が
５
２
０
万
円

未
満
」
の
場
合

被
保
険
者
本
人
と
同
一
世
帯
の

世
帯
員
全
員
が
、
そ
の
年
の
住
民

税
が
非
課
税
の
場
合
、
村
に
申
請

す
る
こ
と
で
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

こ
の
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
入
院
時

の
自
己
負
担
額
と
食
事
代
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

役
場
保
健
福
祉
課
保
険
係

1

０
２
７
８
―
２
４
―
５
１
１
１

（
内
線
27
）

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

1
０
２
７
―
２
５
６
―
７
１
７
１

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

詳
し
く
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す

・

・

新
し
い
保
険
証

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

「
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）」の

（ウラ） （オモテ）
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市
町
村
が
交
付
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
こ
と
で
、正
式
名
称
は「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」と
い
い
ま
す
。

①
「
顔
写
真
付
き
」
と
②
「
写

真
な
し
」
の
２
種
類
が
あ
り
、
発

行
す
る
と
き
に
ど
ち
ら
か
選
択
で

き
ま
す
。

●
「
顔
写
真
付
き
」
の
住
基
カ
ー

ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
持
た

な
い
お
年
寄
り
の
方
な
ど
に
と
っ

て
、
便
利
な
本
人
確
認
の
証
明
書

と
し
て
利
用
で
き
ま
す

・
印
鑑
登
録
な
ど
の
行
政
手
続
き

の
と
き

・
銀
行
な
ど
で
10
万
円
以
上
の
振

り
込
み
を
す
る
と
き

・
銀
行
な
ど
の
口
座
を
新
規
に
開

設
す
る
と
き

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
る

と
き

・
携
帯
電
話
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
契
約
を
す
る
と
き

●
全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
住
民

票
の
写
し
が
と
れ
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
は
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
村
以

外
の
市
町
村
で
も
住
民
票
の
写
し

の
交
付
を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
行
政
手

続
き
が
可
能

電
子
証
明
書
機
能
を
付
加
す
る

こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
税
金
の
申
請
や
届
出
、
申
告
な

ど
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
電
子
証
明
書
機
能
を
付

加
す
る
に
は
、
別
途
役
場
住
民
係

窓
口
で
、
手
続
き
と
手
数
料
５
０

０
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
受
付
窓
口

役
場
住
民
係
（
戸

籍
窓
口
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
公
的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真

付
き
の
本
人
が
確
認
で
き
る
免
許

証
・
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

※
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
証
書

が
な
い
場
合
は
、
申
請
を
受
け
付

け
た
の
ち
、
登
録
住
所
あ
て
に
文

書
に
よ
る
照
会
を
行
い
ま
す
。

後
日
、
回
答
書
と
併
せ
て
保
険

証
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」

を
希
望
す
る
場
合
は
顔
写
真
（
縦

4.5
cm
×
横
3.5
cm
）

③
印
鑑

カ
ー
ド
交
付
の
際
に
、
４
桁
の

暗
証
番
号
を
設
定
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
決
め
て
お
い
て
下
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役

場
住
民
係

1
２
４
―
５
１
１
１

（
内
線
21
）
ま
で
。

お 知 ら せ

問
い
合
わ
せ

こ
ん
な
と
き
に
便
利
な

「
住
基
カ
ー
ド
」

「
住
基
カ
ー
ド
」
の
発
行
手
続
き

は
ど
こ
で
す
れ
ば
い
い
の
？

保険料のお支払い方法の変更について
今年４月より年金から支払っていただいている方、

または今年10月より年金から支払っていただく予定の

方のうち、次のいずれかの要件を満たす方は、保険料

を口座振替によりお支払いいただくことが可能となり

ます。

希望する方は、事前に金融機関の窓口で保険料の口

座振替の手続きを行い、役場保健福祉課保険係窓口ま

で「ご本人控え」をお持ちください。

①国民健康保険の保険料を確実に納付していた人（本

人）が口座振替により納付する場合

②年金収入が１８０万円未満で、世帯主または配偶者

がいる人が、その世帯主または配偶者の口座で口座

振替により納付する場合

役場保健福祉課保険係に申し出ていただいたのち、

速やかに10月分の年金からお支払いを中止する手続き

を行いますが、８月15日を過ぎてから申し出ていただ

いた場合は、10月分の中止手続きに間に合わない場合

があります。その場合は、12月分以降の年金から中止

させていただくことになりますので、ご了承ください。

■問い合わせ 役場保健福祉課保険係　1０２７８－

２４－５１１１（内線27）

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
が
無
料
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
が
無
料
に

村
で
は
、
住
基
カ
ー
ド
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
１

枚
当
た
り
５
０
０
円
い
た
だ
い
て
い
た
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
を
、
６
月
18
日
か
ら
無
料
と

し
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
自
分
の
住
基
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
住
基
カ
ー
ド
」っ
て
な
に
？

「
住
基
カ
ー
ド
」っ
て
な
に
？

こ
ん
な
と
き
に
便
利
な

「
住
基
カ
ー
ド
」

「
住
基
カ
ー
ド
」
の
発
行
手
続
き

は
ど
こ
で
す
れ
ば
い
い
の
？

問
い
合
わ
せ

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
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６
月

村
で
は
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
実
施
し
た
「
緑
の
募
金
」
で

12
万
25
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、
社

団
法
人
県
緑
化
推
進
委
員
会

「
緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
」

と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
河
原
小
学
校
で
は
６
月
４

日
、
同
事
業
に
よ
り
、
校
庭
に

隣
接
す
る
「
せ
せ
ら
ぎ
の
森
」

で
植
樹
を
実
施
し
ま
し
た
。

植
樹
に
は
３
年
生
か
ら
６
年

生
の
39
人
が
参
加
。
コ
ナ
ラ
や

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
８
種
類
、
26
本

の
広
葉
樹
を
植
樹
し
ま
し
た
。植樹に汗を流す児童

「
緑
の
募
金
」
で

広
葉
樹
を
植
樹

利
根
沼
田
ば
ら
生
産
者
で
組
織
す
る
日
本
ば

ら
切
り
花
協
会
群
馬
支
部
北
毛
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

６
月
６
日
、「
父
の
日
」
を
前
に
、「
地
元
の
バ

ラ
で
和
や
か
な
団
ら
ん
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
」
と
バ
ラ
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
日
本
ば
ら
切
り
花
協
会
が
全
国
的
に

展
開
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、
地
元
の
バ

ラ
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
父
の
日
を

前
に
毎
年
実
施
。今
年
で
18
回
目
を
迎
え
ま
す
。

利
根
沼
田
地
域
で
は
主
に
病
院
や
保
育
園
な

ど
11
か
所
に
バ
ラ
を
無
料
配
布
。
村
で
は
役
場

の
ほ
か
、
第
１
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
バ
ラ
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
保
育
園
を
訪
れ
た
の
は
、
諸
田
千
代
子

さ
ん
（
入
原
上
）、
根
岸
美
鈴
さ
ん
（
滝
久
保
）、

横
坂
誠
一
さ
ん
（
大
堀
）
の
三
人
。

園
児
一
人
一
人

に
、
バ
ラ
を
手
渡
し

ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
、

「
み
て
み
て
」
と
お

互
い
の
バ
ラ
を
見
せ

合
う
な
ど
、
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

父
の
日
を
前
に
地
元
の
バ
ラ
を
Ｐ
Ｒ

どれにしようか迷っちゃう!! (第１保育園)

加藤村長の説明を聞く韓国・順天市の視察団

韓
国
・
順
天
市
の
職
員
や
住
民
団
体
の
代
表

ら
が
６
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
県
の
イ
ベ

ン
ト
や
村
を
視
察
し
ま
し
た
。

村
を
訪
れ
た
の
は
同
市
自
治
行
政
課
長
の
金

点
泰
さ
ん
ほ
か
住
民
団
体
の
代
表
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
有
志
ら
18
人
。

視
察
団
は
、
今
年
10
月
順
天
市
で
開
催
さ
れ

る
「
南
道
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
準
備

の
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
で
６
月
９
日

か
ら
10
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
、

第
３
回
全
国
食
育
推
進
全
国
大
会
「
ぐ
ん
ま
食

育
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
」
を
視
察
。
合
わ
せ
て
、

韓
国
で
進
む
都
市
化
に
よ
る
地
域
の
問
題
に
つ

い
て
、本
村
の
地
域
施
策
を
参
考
と
す
る
た
め
、

意
見
交
換
や
村
内
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
団
は
、
９
日
に
県
イ
ベ
ン
ト
を
視
察
し

た
の
ち
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員
（
山
崎
美
喜

子
会
長
）
と
昭
和
の
森
山
荘
で
、「
食
」
に
つ

い
て
意
見
交
流
。
こ
ん
に
ゃ
く
の
話
題
な
ど
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
10
日
に
は
、
役
場
会
議
室
で
村
長
、
議

長
を
交
え
た
上
で
の
意
見
交
換
を
行
い
、「
北

毛
久
呂
保
」
や
「
奥
利
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

役場にもバラの花束をお届け

韓
国
・
順
天
市
職
員
ら
が
村
を
視
察

ス
ン
チ
ョ
ン

ス
ン
チ
ョ
ン
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第
２
保
育
園
で
は
６
月
19
日
、「
コ
メ
リ
緑

資
金
」
の
助
成
を
受
け
て
、ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
サ
フ

ィ
ニ
ア
な
ど
４
種
類
の
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

コ
メ
リ
ハ
ー
ト
ア
ン
ド
グ
リ
ー
ン
昭
和
店
よ

り
松
島
央
典
店
長
ら
２
人
が
花
の
苗
な
ど
を
準

備
し
、
保
育
園
に
訪
れ
ま
し
た
。

作
業
は
園
庭
で
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
土
を

か
き
混
ぜ
た
り
、
鉢
に
入
れ
た
り
し
て
、
花
植

え
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
「
コ
メ
リ
緑
資
金
」
は
、
株
式
会
社
コ

メ
リ
が
地
域
の
活
性
化
や
、
緑
に
よ
る
地
域
の

交
流
を
目
的
に
、
１
９
９
０
年
よ
り
創
設
し
た

も
の
。

昨
年
は
村
内
各
小
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。

第
２
保
育
園
で
植
え
た
の
は
、
ペ
チ
ュ
ニ

ア
・
サ
フ
ィ
ニ
ア
・
ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ

ー
ゴ
ー
ル
ド
の
４
種
類
。
合
計
お
よ
そ
140
本
の

苗
を
鉢
や
園
庭
に
植
え
ま
し
た
。

ま
た
、６
月
27
日
に
は
第
１
保
育
園
で
実
施
。

保
護
者
20
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

し
、
園
児
と
一
緒
に
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
イ
ン
パ
チ

ェ
ン
ス
な
ど
の
花
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

自分たちで土をつめた鉢にサフィニアを植える園児（第２保育園）

優勝した飯塚千晴さん(左)と８位入賞の鈴木美里さん(右)

県
営
敷
島
陸
上
競
技
場
で
６
月
22
日
、
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
県
予
選
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。南
小
学
校
か
ら
は
８
人
が
参
加
。

100
メ
ー
ト
ル
女
子
の
部
で
、
６
年
生
の
飯
塚
千

晴
さ
ん
が
優
勝
（
タ
イ
ム
13
秒
81
）、
同
じ
く

６
年
生
の
鈴
木
美
里
さ
ん
が
８
位
（
タ
イ
ム
14

秒
72
）
に
入
賞
し
ま
し
た
。

100
メ
ー
ト
ル
の
決
勝
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

後
。「
二
人
一
緒
の
決
勝
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま

り
緊
張
せ
ず
に
い
ら
れ
た
」
と
鈴
木
さ
ん
。
普

段
か
ら
、
村
の
陸
上
教
室
な
ど
で
一
緒
に
練
習

し
て
き
た
二
人
は
、
互
い
に
競
い
合
っ
て
き
ま

し
た
。

雨
の
降
る
な
か
迎
え
た
決
勝
で
は
「
普
段
か

ら
の
練
習
の
成
果
が
出
せ
た
」
と
言
う
二
人
。

そ
れ
ぞ
れ
、
自
己
ベ
ス
ト
を
上
回
る
好
タ
イ
ム

で
見
事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
飯
塚
さ
ん
は
８
月
29
日
・
30
日

の
両
日
に
、
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
が
決
定
。「
全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト

10
入
り
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
抱
負

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

快
挙
!!
県
陸
上
競
技
大
会
で
優
勝

「
コ
メ
リ
緑
資
金
」
で
花
植
え

新
し
い
行
政
相
談
員
と
し

て
、
後
藤
金
松
さ
ん
（
大
河
原
）

が
６
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
国
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情

な
ど
を
受
け
付
け
、
助
言
や
関

係
機
関
に
通
知
な
ど
を
行
い
ま

す
。後

藤
さ
ん
は
平
成
４
年
か
ら

平
成
19
年
ま
で
15
年
間
、
村
の

民
生
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

同
協
議
の
会
長
な
ど
を
歴
任
。

就
任
に
あ
た
り
後
藤
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

行政相談員に就任した後藤金松さん

新
行
政
相
談
員
に

後
藤
金
松
さ
ん



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
二
人
そ
ろ
っ
て
金
婚
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
て
本
当

に
幸
せ
」
と
言
う
の
は
綿
貫

幸
雄
さ
ん
、
ふ
さ
よ
さ
ん
ご

夫
妻
。「
本
当
に
あ
っ
と
い

う
間
の
50
年
。
地
域
の
人
た

ち
に
恵
ま
れ
、
お
世
話
に
な

っ
て
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
」
と

言
う
幸
雄
さ
ん
は
、
18
歳
の

と
き
父
親
が
亡
く
な
り
、
ま

だ
小
学
生
だ
っ
た
弟
た
ち
の

面
倒
を
み
る
た
め
に
一
家
の

大
黒
柱
と
し
て
、「
無
我
夢

中
で
働
い
た
」
そ
う
で
す
。

月
夜
野
か
ら
嫁
い
で
き
た

ふ
さ
よ
さ
ん
は
、「
武
尊
山

や
谷
川
岳
、
子
持
山
が
一
望

で
き
る
」
と
、
村
の
景
色
に

ほ
れ
こ
み
、「
つ
ら
い
時
や

悲
し
い
時
も
、
雄
大
な
村
の

景
色
に
何
度
と
な
く
励
ま
さ

れ
た
り
、
元
気
を
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
」と
言
い
ま
す
。

そ
ん
は
お
二
人
は
、「
今

日
よ
り
明
日
。
明
日
よ
り
明

後
日
を
も
っ
と
良
く
し
て
い

こ
う
」
と
競
い
あ
っ
て
仕
事

に
励
ま
れ
、
昨
年
ま
で
こ
ん

に
ゃ
く
を
主
に
栽
培
。
現
在

は
農
業
を
引
退
し
、
近
く
の

畑
で
自
家
用
野
菜
を
育
て
て

い
る
の
だ
と
か
。

円
満
の
秘
訣
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
お
互
い
が
そ
れ
ぞ

れ
我
慢
す
る
こ
と
」
と
幸
雄

さ
ん
。
ふ
さ
よ
さ
ん
は
「
年

を
重
ね
る
こ
と
が
一
番
の

薬
」
と
言
い
ま
す
。
現
在
は

息
子
さ
ん
ご
家
族
と
同
居
し

て
お
り
「
子
や
孫
に
囲
ま
れ

て
本
当
に
幸
せ
」
と
ニ
ッ
コ

リ
。
今
後
は
「
体
に
気
を
つ

け
、
家
庭
菜
園
を
し
た
り
し

て
、
元
気
に
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
お
二
人
。

こ
れ
か
ら
も
お
幸
せ
に
。

綿
わた

貫
ぬき

幸
ゆき

雄
お

さん (75歳)
ふさよさん (74歳)

・森下中

「
今
日
よ
り
明
日
」

（昭和33年5月17日入籍）

今
イチオシ
月 の 村

公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

上杉謙信、直江兼続、
真田幸村。激動の戦国乱
世に、みずからの不利益
を承知で背筋を伸ばし、
男をつらぬいた「義」の
武将たちがいた。その生
き様を、上杉家の知謀の
執政・直江兼続を中心に
描く。

スパイダーウィック家の謎
ホリー・ブラック 著／飯野 眞由美 翻訳

文渓堂

ぼくがラーメンたべてるとき
長谷川 義史　著

教育画劇

チームふたり
吉野 万理子 著／宮尾 和孝 絵

学　研

流星の絆
東野　圭吾　著

講談社

天地人　上・下
火坂　雅志　著
日本放送出版協会



1 1

『
Ｌ
Ｏ
Ｗ
　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
』

か
れ
こ
れ
７
年
ほ
ど
、
熱
し
や
く
す
冷
め
や
す
い
自
分
が
、
痛

い
思
い
や
、
伸
び
悩
ん
で
も
、
懲
り
ず
に
続
け
て
い
る
〝
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
〞

ふ
と
、
何
故
こ
こ
ま
で
続
け
て
こ
れ
た
の
か
思
い
出
し
て
み
た

…
楽
し
い
と
言
う
事
は
、
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
毎
シ
ー

ズ
ン
滑
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
増
え
て
い
く
〝
仲
間
〞
の
存
在
。

ボ
ー
ド
を
始
め
た
頃
か
ら
の
仲
間
。
同
じ
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
の
仲
間
。
そ
れ
に
偶
然
ゲ
レ
ン
デ
で
仲
良
く
な
っ
た
仲
間
。

そ
の
他
に
も
、
ボ
ー
ド
を
通
じ
て
出
来
た
仲
間
達
が
沢
山
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
懲
り
ず
に
、
ボ
ー
ド
を
続
け
て
い
く
と
思
う
。
欲

を
言
う
な
ら
、
も
う
少
し
位
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
け
ど
…
そ
れ

よ
り
も
大
切
な
仲
間
達
を
も
っ
と
も
っ
と
増
や
し
た
い
！

ボ
ー
ド
を
通
じ
て
出
来
た
仲
間
達
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
と
得
る

も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
教
わ
る
事
も
沢
山
あ
る
と
思
う
。

そ
ん
な
仲
間
達
と
、
い
つ
ま
で
も
笑
顔
の
絶
え
な
い
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
ラ
イ
フ
を
送
り
た
い
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
金か
ね

子こ

淳あ
つ

美み

さ
ん
（
23
歳
・
常
木
）
で
す
。

中学校からの同級生で、一緒にスノーボードに行く

仲間。スノーボードは同じ時期に始めました。

現在は携帯ショップの店員さんをしています。

また一緒にスノボー行ったり、飲んだりすべぇ!！

美人!?ガスボンベがお出迎え
（糸井河原直売所７月４日撮影）

鈴
すず

木
き

貴
たか

紀
のり

さん

(23歳・橡久保北部)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

広
報
し
ょ
う
わ
５
月
号
で
掲

載
し
た
久
呂
保
中
学
校
「
運
動

会
の
歌
」
に
つ
い
て
、
歌
詞
の

情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
号
で
掲
載
し
た
「
運
動

会
の
歌
」
で
は
、
３
番
の
歌
詞

が
不
明
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

今
回
提
供
あ
っ
た
歌
詞
は
３
番

ま
で
歌
詞
が
あ
り
ま
し
た
。
次

に
提
供
い
た
だ
い
た
内
容
を
掲

載
し
ま
す
。

久
呂
保
中
学
校

「
運
動
会
の
歌
」

一
、
高
く
雄
し
き
子
持
嶺
や

豊
か
に
清
き
大
利
根
の

※
心
の
か
て
と
あ
お
ぎ
つ
つ

日
毎
務
め
し
我
ら
今

つ
く
せ
ベ
ス
ト
を

い
ざ
共
に

ふ
る
え
久
呂
保
の
健
児
達

二
、
深
く
ひ
そ
め
る
秋
空
や

香
り
も
や
さ
し
白
百
合
の

※
心
の
友
と
し
た
い
つ
つ

日
毎
務
め
し
我
ら
今

つ
く
せ
ベ
ス
ト
を

い
ざ
共
に

ふ
る
え
久
呂
保
の
少
女
達

三
、
豊
穣
の
秋
め
ぐ
り
き
て

久
呂
保
の
丘
に

気
は
す
め
り

待
ち
に
待
ち
た
る
運
動
会

今
ひ
ら
か
る
る
こ
の
庭
に

つ
く
せ
ベ
ス
ト
を

今
日
ぞ
今

ふ
る
え
久
呂
保
の
健
児
達

※
印
の
歌
詞
が
違
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
し
、
違
っ

て
い
た
ら
ご
め
ん
な
さ
い
。

（
匿
名
）

みなさんからの
お便りを

お待ちしてます。
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「利根沼田地区母と子の良い歯

のコンクール」の表彰式が６月13

日、利根沼田県民局で行われまし

た。

村からは、稲垣文子さん、寛太

くん親子（藤井）が出席。優良賞

を受賞しました。

稲垣さん親子は、今年３月に行

われた村の「良い歯の子と育てた

家族の表彰式」で表彰された34組

の家族の代表として出席しました。

コンクールの審査では、子ども

の歯牙や歯肉、歯列の状態、清掃

状態などを入念にチェック。お母

さんの歯の状態も審査の対象とな

りました。

良い歯の子で優良賞

優良賞を受賞した稲垣さん親子

子育保育園では６月12日、人形劇鑑

賞を実施しました。

今年は県内で活動する人形劇団「山

ねこ座」を招き人形劇を実施。「力太

郎」を楽しく鑑賞しました。

子どもたちは、劇中で時折見せる力

太郎など登場人物のコミカルな動きや

セリフに大笑い。夢中で劇に見入って

いました。

同保育園では同様の鑑賞会を毎年実

施しており、子どもたちも鑑賞会を楽

しみにしています。

人形劇「力太郎」を鑑笑

山ねこ座が演じた「力太郎」

人形劇を楽しむ園児

東小学校では６月28日、親子でホタ

ル観察会を実施しました。

これは同校のＰＴＡが企画、ＮＰＯ

法人清流の会（今　憲雄理事長）の協

力を得て、同会が整備する遊水池で実

施。今年はおよそ80人の親子が参加し

ました。

事前にホタルの生体の説明や、カレ

ーで腹ごしらえをした参加者らは、い

よいよ遊水池へ。ホタルの淡い光を目

の当たりにすると「きれい」と息をの

んで見入っていました。

幻想的なホタルの光観察

観察の前に行われたホタルの学習会

ホタルを観察する参加者

第１保育園では6月20日、保育参観を実施しました。これは、園児

の保育園での普段の生活を知ってもらおうと、０歳児から５歳児まで

のすべての組で実施しているものです。

お昼には、園児が普段食べている給食を試食。参加した保護者は子

どもたちと一緒に給食を楽しみました。

給食を試食した保護者からは「薄味でなかなか良いのではないでし

ょうか」などの感想が聞かれました。 親子で楽しい給食のひととき

保育参観で給食を試食



初夏の果実が最盛期
本格的な夏が近づくこの時期、さくらんぼ園やブルーベリ

ー園が次々と開園。初夏の果実の最盛期となりました。

中野望郷ライン沿いのさくらんぼ園「桜桃園in昭和望郷」

では６月24日に開園セレモニーを実施。

６月30日には、昭和インター近くのブルーベリー園「赤城

高原ブルーベリーの森」が開園。７月６日に行われた開園イ

ベントでは、餅つき体験やブルーベリー大福が振る舞われ、

来場者は夏の味覚を楽しんでいました。
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ブルーベリー狩りを楽しむ来園者（赤城高原ブルーベリーの森）

進学塾迎え炭焼き体験
ＮＰＯ法人清流の会（今　憲雄理事長）

では６月28日、東京に本部を置く進学塾
「ファインズ」に通う小学生を迎え、川龍寺
赤城霊園駐車場で炭焼き体験を行いました。
これは、ファインズが行っている体験学

習の一環として５年前から実施しているも
ので、体験では同会員のほか、川場村ボラ
ンティア協議会の役員ら20人が体験を補助。
子どもたち初めての火起しに緊張しなが

らも、ピーマンや竹、クリなど思い思いの
ものを炭にしました。

炭焼き体験をするファインズの子どもたち

南小親子教室で介護体験

南小学校では６月24日、６年生の児童と保護者が、介

護体験を行いました。

村社会福祉協議会の職員を招き、車いす体験、ブライ

ンドウォーク体験、高齢者疑似体験を実施。

ブラインドウォークでは、親子でペアになり目をかく

して暗やみを体験。車いす体験では、車いすの介助の方

法を社協職員から受け、車いすに乗ったり、介助したり

しました。

車いすの介助方法について説明を受ける親子
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行
政
相
談
は
、
国
道
・
国
税
・

登
記
な
ど
国
の
業
務
、
国
民
年

金
・
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
な
ど
の
相
談
を
受
け

ま
す
。

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有
識

者
で
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。

■
開
設
日

８
月
７
日
（
木
）

■
開
設
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
４
時

■
場
所

役
場
会
議
室

■
行
政
相
談
員

後
藤
金
松
さ
ん

（
大
河
原
）

本
格
的
な
農
繁
期
と
な
っ
た
こ

の
時
期
、
農
薬
の
散
布
も
増
え
て

き
ま
す
。

農
産
物
の
安
全
、
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
農
薬
の
適
正
使
用
や

農
薬
の
飛
散
防
止
に
地
域
を
あ
げ

て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

農
薬
適
正
使
用
に
つ
い
て

各
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ

て
い
る
事
項
は
、
購
入
時
や
使
用

時
に
必
ず
確
認
し
、
次
の
と
お
り

農
薬
使
用
基
準
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

総
務
課
　
内
線
14

８
月
７
日
（
木
）
に

行
政
相
談
所
を
開
設

「らくらく筋トレ体操」をしてみませんか
これまで実施してきた「筋トレ」の名称を、

皆さんのご意見を参考に、より親しみやすく

「らくらく筋トレ体操」に改めました。

「筋トレ」というとなんだか大変な運動を想

像してしまいますが、「らくらく筋トレ体操」

は、イスに座って、だれにでも簡単にできる体

操です。

筋肉が弱くなったと感じる人も、まだまだ体

力に自身のある人も、サロンでお茶とおしゃべ

りを楽しみながら、一緒に「らくらく筋トレ体

操」をしてみませんか。

皆さんの参加をお待ちしています。

■対象者 村内の方ならどなたでも

■問い合わせ 保健福祉課　健康係（内線26）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
健
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協

議
会
と
協
力
し
て
、
村
内
に
お
住

ま
い
の
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家

族
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
生
活

し
て
い
け
る
よ
う
、
認
知
症
の
人

の
見
守
り
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

主
な
取
り
組
み
の
う
ち
、
今
回

は「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
」

を
紹
介
し
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か

く
見
守
る
応
援
者
と
な
っ
て
い
た

だ
く
人
の
こ
と
で
す
。

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
す
。

認
知
症
の
人
が
記
憶
障
害
や
認
知

障
害
か
ら
不
安
に
陥
り
、
そ
の
結

果
ま
わ
り
の
人
と
の
関
係
が
損
な

わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、

家
族
が
疲
れ
切
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
と
き
、

周
囲
の
理
解
と
気
遣
い
で
穏
や
か

に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。今

後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
、
村
内
に
多
く

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
、
認
知
症
に
や
さ
し
い

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
講

座
開
催
時
は
事
前
に
広
報
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

「
見
守
り
支
援
の
取
り
組
み
」

そ
の
３

地
域
地
域

農
薬
を
使
う
前
に

も
う
一
度
確
認
を

産
業
課
　
内
線
34

ふれあいいきいきサロンで

■　らくらく筋トレ体操実施予定表　■

場　　所 級 実施日 実施時間

永井住民センター

入 沢 区 民 館

地域活性化センター

入 原 区 民 館

三ツ谷住民センター

吹 張 集 会 場

ふれあい館（福祉センター）

生越住民センター

赤 城 原 区 民 館

初級

初級

初級

初級

初級

上級

初級

上級

上級

準備中

毎週火曜日

毎週金曜日(８月～)

準備中

毎週月曜日

第2･4金曜日

毎週水曜日

毎週木曜日

第2･3･4水曜日

準備中

午前９：30から

午前９：30から

準備中

午後２：00から

午後２：00から

午前９：30から

午後１：30から

午前９：30から
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■もんだい
日に日に太陽の光が強くなり、いよ
いよ夏が近づいてきました。暑い日が
続くこれからは、プールが恋しくなる
人もいるのではないでしょうか。
それでは問題です。今月の表紙で元
気よくプール遊びをしているのは「○
○保育園」の子どもたちでしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝８月１日(金)。s発表＝「広報しょう
わ」８月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u６月号のクイズの答えは、「78人」でした。
応募総数は５通。当選者は次のとおりです
(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

笑
顔
見
せ
、
泣
き
顔
を
見
せ
オ
ー

オ
ー
と
赤
児
の
声
に
宴
酣
な
わ

和
南
城
　
き
の
江

大
都
市
を
想
像
し
つ
つ
真
向
か
い

の
夜
景
見
て
い
る
老
い
の
ひ
と
時

川
端
　
も
と

男
子
バ
レ
ー
五
輪
に
繋
ぐ
映
像
見

し
「
い
け
る
ヨ
シ
ヨ
シ
」
と
夫
と

応
援
　
　
　
　
　
　
林
　
千
恵
美

あ
と
四
ヶ
月
き
り
す
て
て
よ
し
後

期
高
齢
者
に
な
る
吾
の
日
常
生
活

変
わ
る
こ
と
な
し
　
　
堀
沢
　
進

あ
と
三
日
降
る
な
と
念
じ
蒟
蒻
植

ゑ
が
終
り
て
老
人
会
の
旅
行
楽
し

み
ぬ
　
　
　
　
　
　
沢
浦
　
芳
枝

こ
の
太
き
ま
ろ
き
木
口
に
触
る
る

こ
と
夢
見
し
父
は
す
で
に
ゐ
ま
せ

ず
　
　
　
　
　
　
今
井
　
與
兵
衞

中
一
の
孫
を
真
似
る
や
呆
け
防
止

か
ま
た
も
買
ひ
た
り
漢
検
ス
テ
ツ

プ
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
み
ゑ

久
々
に
腹
の
畑
に
苺
も
ぐ
真
っ
赤

に
熟
れ
た
お
お
き
な
苺

林
　
み
よ

さ
つ
き
咲
く
若
葉
の
庭
を
眺
め
つ

つ
思
い
出
ア
ル
バ
ム
に
来
し
方
辿

る
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
敏
子

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

耳
遠
き
妻
に
訃
を
告
げ
春
寂
し

新
木
　
武
治

ひ
と
り
身
の
ふ
と
ん
に
も
ら
う
日

の
温
み
　
　
　
　
　
狩
野
　
亀
男

病
む
友
に
言
え
ぬ
は
が
ゆ
さ
春
果

て
る
　
　
　
　
　
　
坂
田
　
保
男

踏
み
入
れ
ば
山
深
く
し
て
滴
れ
る

大
河
原
　
一
郎

滴
り
て
喉
潤
す
苔
の
水花

茂
　
喜
右

滴
り
や
鼓
動
の
如
き
リ
ズ
ム
な
り

小
林
　
仁
作

プ
ラ
ン
タ
ー
通
り
に
並
ぶ
四
月
か

な
　
　
　
　
　
　
　
真
下
　
章
子

花
衣
疲
も
一
緒
に
脱
ぎ
捨
て
る

金
井
　
粂
子

友
病
み
て
語
り
て
尽
き
ぬ
春
惜
し

む
　
　
　
　
　
　
　
横
坂
　
庄
三

新
緑
に
夢
育
て
ゆ
く
散
歩
道

須
藤
　
澄
子

★真　下　和　幸　 (46歳 )

★中　川　琢　磨　 (４歳 )

森 下 下

根 岸

応募規定

▼
適
用
作
物
以
外
に
使
用
し
な

い
、
▼
定
め
ら
れ
た
使
用
量
・
濃

度
を
超
え
て
使
用
し
な
い
、
▼
定

め
ら
れ
た
使
用
時
期
以
外
に
使
用

し
な
い
、
▼
農
薬
に
含
ま
れ
る
有

効
成
分
ご
と
の
総
使
用
回
数
を
超

え
て
使
用
し
な
い

農
薬
飛
散
の
防
止
に
つ
い
て

農
薬
の
散
布
時
に
隣
接
す
る
畑

へ
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
と

お
り
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

▼
風
向
・
風
力
に
注
意
す
る
、
▼

散
布
圧
力
を
上
げ
過
ぎ
な
い
、
▼

適
切
な
ノ
ズ
ル
を
使
用
、
▼
散
布

器
具
に
前
回
使
用
し
た
農
薬
が
残

っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
、
▼
使

用
記
録
を
残
す
、
▼
生
産
者
同
士

で
連
絡
を
取
り
合
い
、
農
薬
の
散

布
状
況
を
確
認
す
る
、
▼
遮
へ
い

シ
ー
ト
、
遮
へ
い
物
等
の
設
置
や

畑
の
間
隔
を
あ
け
る

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
人

に
は
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が
あ

り
ま
す
。

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
を
申

請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は

全
額
の
納
付
が
猶
予
）
さ
れ
ま
す
。

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免

除
（
４
分
の
１
納
付
）、
半
額
免

除(

半
額
納
付)

、
４
分
の
１
免
除

（
４
分
の
３
納
付
）
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め

な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り

ま
す
。

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者

納
付
猶
予
は
、
原
則
と
し
て
毎
年

申
請
が
必
要
で
す
。

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年

者
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て
お

り
継
続
の
申
請
を
し
て
い
な
い

人
、
一
部
免
除
の
承
認
を
受
け
て

い
た
人
は
、
６
月
で
承
認
期
間
が

切
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
免
除

等
を
希
望
す
る
場
合
は
申
請
が
必

要
で
す
。
忘
れ
ず
に
役
場
住
民
係

窓
口
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す



②
11
月
14
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

専
用
の
申
請
書

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
環
境
森
林
事
務
所
　
1
０
２
７

８
―
２
２
―
４
４
８
１

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
普

通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

８
月
24
日
（
日
）

午

前
９
時
か
ら

▼
場
所

中
央
消
防
署

▼
定
員

30
人

▼
申
込
方
法

中
央
消
防
署
に
申

し
込
み
（
※
土
日
も
受
け
付
け
）

▼
申
込
期
限

８
月
22
日
（
金
）、

ま
た
は
定
員
に
な
り
次
第

▼
問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
広
域

中
央
消
防
署
　
1
０
２
７
８
―
２

４
―
１
７
３
４

▼
日
程

９
月
18
日
（
木
）
か
ら

開
講
し
全
10
日

▼
会
場

利
根
沼
田
県
民
局

▼
内
容

健
康
や
消
費
生
活
、
歴

史
、
時
事
問
題
な
ど
の
講
座
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

▼
対
象

県
内
在
住
で
、
通
学
可
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平
成
20
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
募
集
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

７
月
30
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
会
場

昭
和
村
役
場
　
第
２
会

議
室

▼
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
沼
田
地

域
事
務
所
　
1
０
２
７
８
―
２
３

―
４
１
１
１

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

防
止
対
策
と
し
て
、
農
業
者
等
を

対
象
に
、
無
料
で
わ
な
猟
免
許
試

験
の
予
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

①
８
月
27
日
（
水
）、

②
11
月
13
日
（
木
）

い
ず
れ
も

午
前
９
時
20
分
か
ら

▼
場
所

県
農
林
大
学
校
研
修
館

▼
講
習
内
容

知
識
試
験
、
技
能

試
験
に
関
す
る
講
習

▼
申
込
期
限

①
８
月
４
日

（
月
）、
②
10
月
21
日
（
火
）

▼
申
込
方
法

専
用
の
申
込
用
紙

※
注
意
　
こ
の
講
習
会
を
受
講
し

た
だ
け
で
は
鳥
獣
を
捕
獲
で
き
ま

せ
ん
。
捕
獲
す
る
に
は
、
免
許
を

取
得
し
た
の
ち
、①
狩
猟
者
登
録
、

②
市
町
村
長
の
許
可
が
必
要
で

す
。
狩
猟
免
許
の
詳
細
は
利
根
環

境
森
林
事
務
所
1
０
２
７
８
―
２

２
―
４
４
８
１
ま
で
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
農
業
事
務
所
農
業
振
興
課

1

０
２
７
８
―
２
３
―
０
１
８
８

狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時

①
９
月
７
日
（
日
）、

②
11
月
26
日
（
水
）

い
ず
れ
も

午
前
９
時
か
ら

▼
場
所

①
群
馬
県
庁
、
②
渋
川

合
同
庁
舎

▼
種
別

①
網
猟
、
わ
な
猟
、
第

１
種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟
、
②
わ

な
猟

▼
申
込
期
限

①
８
月
28
日（
木
）、

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか

けたいことがありまし
たら、このページを

ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

平
成
20
年
度
自
衛
官

募
集
説
明
会
を
開
催

◆
自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所

わ
な
猟
免
許
試
験

講
習
会
を
実
施

◆
利
根
農
業
事
務
所

おまわりさんからのお知らせ

夏休みにおける少年の非行・犯罪被害を防ぎましょう

新
し
く
狩
猟
免
許
を

取
得
し
た
い
み
な
さ
ん
へ

◆
利
根
環
境
森
林
事
務
所

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

◆
利
根
沼
田
広
域
中
央
消
防
署

ぐ
ん
ま
新
世
紀
塾
を
開
講

◆
沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

▼
催
し
も
の

青少年のみなさんへ
飲酒、喫煙、薬物乱用、万引き、出会い系サイト

などの誘惑に負けない、強い意志を持って、問題や
悩みに直面したときは、周囲の大人に頼ることがで
きるということを忘れないでください。

村民のみなさんへ
次世代を担う子どもたちを育てるのは、わたした

ち大人の責任です。「地域の子どもは地域で守り育て
る」村民総ぐるみで青少年の健全育成に努めましょ
う。

１ライト　早めの方向指示器合図点灯
右左折時は30ｍ手前、進路変更は３秒前から

２ライト　早めのストップランプ合図点灯

ポンピングブレーキで後続車に注意を喚起
３ライト　早めのライト点灯による合図
早めのライト点灯でテールライトも点灯

「早めの３ライト作戦」で追突事故防止を



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：８月７日（木）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：７
月28日（月）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：８月１
日（金）、午後１時30分～（事前
に電話予約を）、◆会場：沼田保
健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話1

０２７－２３１－４４８８

国民健康保険税２期、水道料１
期、下水道使用料２期、保育料７
月分、学校給食費７月分は、７月
31日（水）が納期です。完納に
ご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター

1 7

わが村の人口

人　口　7,811人　(－13)
男　　3,870人　(－３)
女　　3,941人　(－10)

世帯数　2,278世帯(－２)
※（ ）内は前月比

７月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

能
な
満
60
歳
以
上
の
人

▼
定
員

50
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▼
費
用

３
千
円(

資
料
代
な
ど)

※
バ
ス
代
、
実
習
費
は
別
途

▼
申
込
期
限

７
月
31
日
（
木
）

▼
申
込
方
法

保
健
福
祉
事
務
所

ま
た
は
市
町
村
で
配
布
し
て
い
る

申
込
用
紙

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

沼

田
保
健
福
祉
事
務
所
　
1
０
２
７

８
―
２
３
―
２
８
１
５

▼
採
用
職
種

消
防
士

▼
採
用
予
定
人
数

若
干
名

▼
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
４
月

２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
、
②
高
等
学
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
、
③
身

長
160
㎝
以
上
で
体
重
50
㎏
以
上
、

胸
囲
が
身
長
の
お
お
む
ね
２
分
の

１
以
上
の
人
、
④
矯
正
視
力
を
含

む
視
力
が
両
眼
で
0.7
、
一
眼
で
0.3

以
上
の
色
覚
が
正
常
な
人
、
⑤
聴

力
が
左
右
と
も
正
常
な
人

▼
試
験
日

一
次
試
験：

９
月
21

日
（
日
）

▼
試
験
内
容

一
次
試
験：

適
性

検
査
、
一
般
常
識
、
作
文

▼
試
験
場
所

利
根
沼
田
文
化
会

館▼
受
付
期
間

８
月
１
日
（
金
）

〜
８
月
29
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
沼
田
広
域
消
防
本
部
総
務
課

1
０
２
７
８
―
２
２
―
３
１
３
３

▼
日
時

９
月
18
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所

み
な
か
み
町
月
夜
野
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

介
護
の
基
本
技
術
、
ベ

ッ
ド
や
車
い
す
を
用
い
た
実
技

▼
対
象
者

お
お
む
ね
60
歳
以
上

▼
定
員

30
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

▼
受
講
料

無
料

▼
申
込
方
法

①
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
②
生
年
月
日
、
③
性
別
、

④
住
所
、
⑤
電
話
番
号
を
、
ハ
ガ

キ
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
み
。
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
家
庭
看
護
法

講
習
会
受
講
希
望
」
と
明
記
。

▼
申
込
期
限

８
月
29
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県

長
寿
社
会
づ
く
り
財
団
　
〒
３
７

１
―
０
８
４
３
前
橋
市
新
前
橋
町

13
―
12

1
０
２
７
―
２
５
５
―

６
５
１
１
　
5
０
２
７
―
２
５
５

―
６
１
６
６

６
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

吹
　
張
　
杉す

ぎ

木き

蓮れ
ん

音お
ん

く
ん

さ
ん
の
子
５
月
28
日
生

林
は
や
し

健け
ん

太た

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
２
日
生

新あ
ら

木き

琉る

珂か

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
10
日
生

追
　
分
　
�く

わ

原ば
ら

憩
い
こ
い

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
６
月
10
日
生

金か
な

井い

瑞み
ず

起き

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
11
日
生

入
　
沢
　
井い

熊ぐ
ま

歩あ
ゆ

夢む

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
18
日
生

新し
ん

宮ぐ
う

由よ
し

崇た
か

く
ん

さ
ん
の
子
６
月
18
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

準
あ
ゆ
美

大
　
輔

美
奈
子

茂
　
政

美
　
恵

卓
　
巳

優
　
子

朋
　
将

孝
　
子

秀
　
樹

美
加
子

健
　
志

幸
　
子

池
原
　
狩
野
　
亀
男
さ
ん

78
歳
　
６
月
11
日
没

永
井
下
　
青
木
　
秋
治
さ
ん

83
歳
　
６
月
12
日
没

三
ツ
谷
　
兵
藤
　
ミ
ツ
さ
ん

90
歳
　
６
月
15
日
没

宿
　
　
　
小
野
　
篤
子
さ
ん

74
歳
　
６
月
21
日
没

生
　
越
　
橘
　
ソ
メ
子
さ
ん

86
歳
　
６
月
21
日
没

永
井
下
　
藤
井
　
文
作
さ
ん

80
歳
　
６
月
25
日
没

赤
城
原

第
　
一

赤
城
原

第
　
二

橡
久
保

南
　
部

橡
久
保

南
　
部

シ
ニ
ア
の
た
め
の
家
庭
看
護

法
講
習
会
参
加
者
募
集

◆
県
長
寿
社
会
づ
く
り
財
団

▼
募
　
集

利
根
沼
田
広
域
消
防
の

消
防
士
を
募
集

◆
利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合




